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１．地域年金展開事業の概要



１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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１．地域年金展開事業の概要（2/2）

地域年金展開事業の主な取り組み

◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を
行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制度
説明会を実施。

・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周
知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、
配付の依頼等。

年金セミナー事業
（普及・啓発事業）

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役
場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

《本来の取り組み内容》
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２．令和５年度事業取り組み状況

令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）の取り組み状況の明細は
「【別添１】事務所別事業取り組み状況（令和５年度）」を参照願います。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○地域連携事業

項目 取り組み内容 令和５年度総括

地域住民への
周知・広報

市町村発行の広報誌
における記事掲載

• 市町村発行の広報誌において、複数回に渡って公的
年金制度に関する記事を掲載いただきました。

• 地域に根ざした市町村と連携し、地域住民に対する
周知・広報を実施しました。

市町村窓口での
リーフレット等の設置

• ねんきんネット、年金相談予約制、国民年金手続の
電子申請、「わたしと年金」エッセイ募集、ねんき
ん月間等に関するポスター・リーフレットを設置・
活用いただきました。

市町村向け
情報提供

情報誌「かけはし」
の発行

• 奇数月に、市町村に対する情報誌「かけはし」（編
集責任者：本部事業推進統括部）を発行し、制度改
正内容や障害年金請求事務手続きにかかる留意事項、
受給者・被保険者に向けた送付物の内容等の情報提
供を行いました。

• 偶数月には、「かけはし」号外として盛岡年金事務
所から、事務処理上の留意点や受給者・被保険者に
向けた送付物の内容等の補足的な情報提供を行いま
した。

• 地域住民と接する市町村に対して、適時に情報提
供を行うことで、市町村との連携を強化し、国民
年金の適正な届出等を促進しました。

市町村職員向け
研修

業務研修

• 国民年金事務担当者に対する研修会を開催しました。
事例など具体的な内容を中心に、対面・集合形式で
開催しました。

• 機構が貸与する端末等の機器操作に関して、事務所
職員が市町村へ出向いて、研修を実施しました。

• 市町村職員への事前ヒアリングや開催時のアン
ケート調査によりニーズを把握した上で、市町村
職員の要望に沿った形での研修を実施しました。

• 対面の機会を活用して、日頃の業務の疑問点の解
消に向けた意見交換を行いました。また、市町村
職員からの質問等を踏まえつつ、業務や制度の補
足説明を行うことで、市町村職員の更なるスキル
向上を図りました。

（１）市町村との連携

• 市町村と連携して、国民年金事業および地域展開事業に関する各種取り組みを実施しました。

• あわせて、管轄の年金事務所長から市町村長等に対して、国民年金事業等に係る事業報告を行うとともに、各種取り組み
に関する協力要請を行い、事業の推進を図りました。
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○地域連携事業

関係機関名 取り組み内容 令和５年度総括

全国健康保険協会岩手支部 • 年金委員等功労者表彰伝達式と研修会を共同開催し、制
度改正等について年金委員への周知を図りました。

• 協会と連携し年金委員に対する周知を行うことで、公的
年金に係る適正な届出等の促進を図りました。

⇒年金委員関係の詳細は16頁以降参照

岩手県社会保険協会 • 公的年金制度に係る記事の提供を行い、「社会保険いわ
て」に記事を掲載いただきました。

• 協会主催の事務担当者説明会、年金制度説明会へ講師を
派遣し、事業所担当者に対して年金制度改正等の説明を
行いました。

• 協会と連携し、事業所に対する周知・広報を実施しまし
た。

• 事業所担当者に対して、年金制度等の説明を行うことで、
公的年金に係る適正な届出等を促進しました。

岩手県社会保険労務士会 • 社労士会との毎月の定例会議の中で、各年金事務所の相
談窓口の業務委託状況や課題等について情報共有し、意
見交換を行いました。

• 岩手県社会保険労務士会支部主催の研修会へ講師を派遣
し、年金制度説明を行いました。

• 定期的に情報提供や意見交換を行うことで、社労士会と
の連携を強化しました。

• 事例を交えながら業務や制度の補足説明を行うことで、
年金事務所に配置される窓口社労士の更なるスキル向上
を図りました。

岩手県商工会議所連合会
岩手県商工会連合会

• 「公的年金制度説明会のご案内」、「厚生年金保険・健
康保険制度のご案内」のパンフレットの設置や「わたし
と年金」エッセイ募集や予約年金相談の周知用ポス
ター・リーフレットの設置について協力要請を行いまし
た。

• 制度改正や地域展開事業に係る各種取り組みについて、
連合会への情報提供を通じて、事業所に対する周知・広
報を図りました。

報道機関

• 報道機関19社へ「わたしと年金」エッセイ募集、「ねん
きん月間」および「年金の日」、「第４回岩手県年金ポ
スターコンクール」募集等の周知・協力要請を行いまし
た。

• コミュニティラジオ・コミュニティＦＭやケーブルＴＶ
においては、「予約相談」や「ねんきんネット」等の公
的年金についての制度広報を行いました。

• 制度改正や地域展開事業に係る各種取り組みについて、
報道機関への情報提供を通じて、地域住民等への周知・
広報を図りました。

（２）関係機関との連携

• 年金制度や事務手続きの周知・広報を中心に、関係機関と連携した上で各種取り組みを推進しました。
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健康保険および厚生年金保険
の適用を受けている事業主を
会員として都道府県に設立。
社会保険制度の普及発達に寄
与し、被保険者および家族の
福利厚生に関する事業を実施。

健康保険の保険者として健康保
険事業および船員保険事業を実
施

社会保険労務士会会員の資質
の向上と業務の改善進歩を図
るため、会員の指導および連
絡に関する業務を実施。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○地域連携事業

（３）今後の対応

• 引き続き市町村および関係機関と連携して、地域住民や事業所等に対する周知・広報を推進してまいります。

• 公的年金に係る適正な届出等を促進するために、市町村職員、社労士、事業所担当者等に対する情報提供や研修等の機会
を通じて、市町村および関係機関との連携を強化し取り組んでまいります。

• 年金委員や事業所担当者に対する研修の実施に当たっては、市町村および関係機関と連携して研修の質の向上に取り組ん
でまいります。
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（令和６年１月１２日）

周知・広報用リーフレット



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金セミナー事業（普及・啓発事業）

○事務所別実施状況 ※（ ）内はオンラインおよびDVD視聴による実施の再掲

• 新型コロナウイルス感染症に係る社会情勢の変化を踏まえつつ、県内の大学、短期大学、専門学校、高等学校等に出
向いて、学生本人との対面方式による年金セミナーを開催しました。

• 学生の保護者向けの取り組みとして、特別支援学校において障害年金セミナーを開催しました。

○教育機関別実施内訳 ※（ ）内は参加者数

（１）年金セミナー（1/2）

特別支援学校における保護者向け障害年金セミナーの様子

9

事務所名 令和4年度末 令和５年度目標 令和５年度末実績 達成割合

盛岡 １６校（ １校） １５校 １７校（ １校） １１３％

一関 １０校（ ２校） ９校 ８校（ ０校） ８８％

宮古 ５校（ ０校） ５校 ７校（ ０校） １４０％

二戸 ５校（ ２校） ５校 ５校（ ０校） １００％

花巻 １５校（ ０校） １５校 １０校（ ０校） ６６％

合計 ５１校（ ５校） ４９校 ４７校（ １校） ９５％

教育機関 令和４年度末 令和５年度末実績

大学・短大 ４校（ ４５６名） ５校（ ５８５名）

専門学校 １４校（ ５１９名） １２校（ ６００名）

高等学校 ２８校（２，１４４名） １９校（１，５８９名）

特別支援学校 ５校（ １２４名） ９校（ ２４５名）

中学校 ０校（ ０名） ２校（ ４３名）

合計 ５１校（３，２４３名） ４７校（３，０６２名）



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金セミナー事業（普及・啓発事業）

（１）年金セミナー（2/2）

• 学校への事前ヒアリングや過去のアンケート調査結果（「【別添２】年金セミナーアンケート結果」参照）により
ニーズを把握した上で、地域年金推進員（注）と連携して、学校側のご要望に沿った形で実施しました。

（注）学校の連絡・調整や生徒へのプレゼンテーション能力に長けた教員OB２名※を「地域年金推進員」として委嘱し、主に岩手県内の高等学校
を対象とした年金セミナーの講師等の業務に従事しております。※令和６年度は１名を委嘱。

事務所職員による年金セミナーの様子（専門学校） 地域年金推進員（注）による年金セミナーの様子（高等学校）

職員説明用スライドの一部 地域年金推進員（注）説明用スライドの一部

10写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金セミナー事業（普及・啓発事業）

（２）岩手県年金ポスターコンクール

• 中学生の段階から公的年金を身近に感じていただくため、厚生労働省東北厚生局、岩手県教育委員会等の７団体に後
援をいただき、県内の中学校において年金をテーマとしたポスターを作成、ご応募いただきました。

花巻年金事務所における作品展示の様子

受賞１６作品

最優秀賞・優秀賞表彰式の様子
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【募集期間】 令和５年５月８日～令和５年９月２９日

【応募資格】 岩手県内の中学生

【応募結果】 応募校１９校、応募者数５４名

【賞授与実績】最優秀賞１名、優秀賞３名、年金事務所長賞５名、入選６名

特別賞（厚生労働省東北厚生局長賞）１名 （計１６名）

※受賞作品について、盛岡年金事務所より令和5年12月13日付で報道発表しております。
（「【別添３】 日本年金機構からの発表」参照）



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金セミナー事業（普及・啓発事業）

エッセイ・ポスターコンクール入賞作品展示会の様子（イオンモール盛岡、マリオス、クロステラス盛岡）

（３）「わたしと年金」エッセイ募集

• 年金制度の意義、公的年金制度と国民の結び付き等について考えていただくため、自身や家族等の身近な方と公的年
金制度との関わりについてエッセイを募集し、ご応募いただきました。

年金エッセイ募集ポスター

12

【募集期間】 令和５年６月１日～令和５年９月８日

【応募資格】 全国の中学生以上の方

【応募結果】 応募総数1,609 名（うち学生は1,529 名）

【賞授与実績】厚生労働大臣賞１名、日本年金機構理事長賞１名

優秀賞３名、入選５名 （計１０名）

※受賞作品について、厚生労働省より令和5年11月30日付で報道発表しております。
（岩手県からは一般の方３名から応募がありましたが受賞者は出ませんでした。）



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金セミナー事業（普及・啓発事業）

（４）総括と今後の対応

項目 総括 今後の対応

年金セミナー

• 令和５年４月から６月にかけて、地域年金推進員と連
携して、岩手県教育委員会や岩手県高等学校長協会等
の関係機関に対して年金セミナー実施に関する協力を
依頼しました。また、岩手県高等学校教育研究会地
歴・公民部総会において年金セミナーに関するプレゼ
ンテーションを実施し、年金セミナー実施に関する協
力を依頼しました。

• 令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症に
係る社会情勢の変化を踏まえつつ、学校側の要望に応
える形で対面・集合方式による年金セミナーを開催し
ました。

• 各学校に対して個別にアプローチを実施した結果、44
校からの申込があり順次開催しております。また、特
別支援学校については、早期にアプローチをした結果
９校から申込があり順次開催しております。

• 各教育機関のご要望等を踏まえ、次年度以降の開催も
見据えたアプローチを継続してまいります。また、開
催実績の無い学校や未実施の学校に対しても粘り強く
アプローチを継続してまいります。

• 説明に当たっては、学生にとって年金セミナーの受講
が有意義な機会となるよう、セミナー後の反応やアン
ケート結果をもとに説明の仕方を工夫してまいります。

• 特別支援学校での年金セミナーの開催に関しては、学
生の保護者に対する障害年金制度の周知の機会として
捉え、今後も継続して取り組んでまいります。

年金ポスターコンクール

• 厚生労働省東北厚生局、岩手県教育委員会等の７団体
に後援をいただき 、県内の中学生を対象とした「第４
回岩手県年金ポスターコンクール」を開催しました。

• 県内19の中学校（初応募校５校）から54作品の応募
がありました。令和４年度と同数の54作品の応募が
あったこと等を踏まえると、岩手県内の取り組みとし
て中学校に定着しつつあります。

• 次年度以降の応募拡大を目指して、「わたしと年金」
エッセイ募集や年金セミナー開催のアプローチ等とあ
わせて、中学校および関係機関を通じて周知・応募依
頼を行ってまいります。

「わたしと年金」エッセイ

• 令和５年６月に募集に関する報道発表を行い、教育機
関への年金セミナーアプローチとあわせて周知・応募
依頼を行いました。

• 図書館および公民館の他、主要な商業施設や郵便局、
交通機関に対して募集用ポスター・リーフレットの設
置・掲示を依頼しました。

• 一般の方から３名の応募はありましたが、学生からの
応募はありませんでした。

• 学生からの応募拡大を目指して、年金セミナーおよび
年金ポスターコンクールとあわせての各学校を通じた
周知・応募依頼に力を入れて取り組んでまいります。

• 関係機関と連携して、目に触れる場所や施設等の募集
用ポスター・リーフレットの設置・掲示に向けて協力
依頼先を拡大し、一般の方々に対する周知・広報活動
を進めてまいります。
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○地域相談事業

（１）市町村等における出張年金相談

事務所名
実績（令和５年度末）

実施場所（実施頻度） 実施回数 相談者数

盛岡
八幡平市役所（毎月１回）、岩手町ゆはず交流館（毎月１回）、紫波町役場（奇数月）、
葛巻町役場（偶数月）

３６回 ２５７名

一関
陸前高田市役所（偶数月）、大船渡市役所（毎月１回）、奥州市役所本庁（奇数月）、
奥州市役所江刺総合支所（偶数月）

２３回 ２６３名

宮古 釜石市青葉ビル（毎月１回） １２回 ２３０名

二戸 久慈市文化会館（毎月２回） ２４回 ３３６名

花巻 遠野市役所（毎月１回） １１回 １０２名

• 年金事務所から距離のある地域に在住するお客様への相談サービスの充実のために、市町村等の年金事務所以外の場
所において出張年金相談を実施しております。

（２）ハローワークにおける離職者説明会での国民年金説明会

• ハローワークに職員を派遣し、離職者の方々へ国民年金の加入、納付、免除の手続きに関しての説明会を実施し、国
民年金に係る適正な届出や保険料納付等を促進しました。

• 新型コロナウイルス感染症等の影響で説明会の開催が一時中止されている事務所（盛岡、花巻）においては、引き続
きハローワークに対して、離職者の方々への資料配布等に関する協力を依頼しております。

開催年金事務所 実施回数 参加人数

一関（ハローワーク一関） ４９回 １，３１３名

宮古（ハローワーク宮古・釜石） ５２回 ９２２名

二戸（ハローワーク二戸）
※令和５年６月より再開

３６回 ３１３名
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○地域相談事業

（３）令和５年度総括と今後の対応

項目 令和５年度総括 今後の対応

市町村等における出張年金相談

• 市町村等の年金事務所以外の場所において、定期的に

出張年金相談を実施しました。

• 市町村発行の広報誌において、出張年金相談の開催に

関する記事を掲載いただきました。

• 年金事務所から距離のある地域に在住するお

客様への相談サービスの充実、地域住民の利

便性を確保するため、市町村と連携した上で、

引き続き出張年金相談を実施してまいります。

ハローワークにおける離職者説明会
での国民年金説明会

• ハローワークに職員を派遣し、離職者の方々へ国民年

金の加入、納付、免除の手続きに関しての説明会を実

施しました。

• 新型コロナウイルス感染症等の影響で説明会の開催が

一時中止されている事務所においては、ハローワーク

に対して、離職者の方々への資料配布等に関する協力

を依頼しました。

• 国民年金手続きや保険料の納め忘れの防止、

失業による特例免除制度の周知等を進めるた

めに、ハローワークでの説明会は貴重な機会

と考えており、引き続き説明会を実施してま

いります。また、事業所閉鎖等による退職予

定者説明会への参加は、ハローワークと協力

連携を図りながら実施してまいります。

• 新型コロナウイルス感染症等の影響で説明会

の開催が一時中止されている事務所において

は、国民年金制度説明会が再開できるようハ

ローワークに働きかけてまいります。
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金委員活動支援事業

（１）年金委員とは

• 厚生労働大臣からの委嘱を受けて、政府が管掌する厚生年金保険や国民年金の事業について、会社や地域で啓発・相
談・助言等の活動を行う民間協力員です。活動する範囲により「職域型」と「地域型」の２つに区分され、前者は主
に厚生年金保険に加入している事業所内、後者は主に自治会などの地域において活動しています。

• 年金委員は、厚生年金保険の適用事業所の事業主、被保険者および地域住民等に対して、主に次の活動を行います。

①日本年金機構が実施する年金制度等に関する説明会および普及啓発活動への協力

②日本年金機構が発出する各種通知やお知らせ等に関する説明および相談

③各種届出手続についての相談および助言並びに適切な届出の励行

④日本年金機構が行う年金記録の正確な管理のための事業への協力および支援

⑤前各号に掲げるものの他、政府管掌年金事業の推進に必要な活動

（２）年金委員の委嘱拡大

• 全年金事務所で、職域型年金委員が委嘱されていない被保険者５０人以上の事業所を対象に、年金委員制度の周知及
び委嘱の推薦依頼を行いました。また、年金委員辞退の際には後任者の推薦依頼を行いました。

• 地域型年金委員については、地域で活動できる年金委員の拡大を目指し、市町村、教育機関を中心に地域型年金委員
制度の周知および委嘱の推薦依頼を行いました。

年金委員 令和４年度末 令和５年度目標 令和5年度末現在

職域型 ２，５６９名 ２，５８０名 ２，５３５名

地域型 １３２名 １３７名 １３７名

○岩手県年金委員委嘱者数
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金委員活動支援事業

（３）年金委員への研修会、連絡会等

年金委員連絡会および研修会
（令和５年7月4日盛岡アイーナ）

• 岩手県内各地域において、職域型年金委員および地域型年金委員に対して年金制度に関する研修会や定期連絡会を開
催しました。盛岡年金事務所が主催した研修会には、岩手労働局および全国健康保険協会岩手支部からも研修講師を
派遣いただきました。

• 全国年金委員研修は、県の代表の年金委員が東京に参集して受講する方式に加え、Ｗｅｂ会議サービス（ Microsoft 
Teams ）または日本年金機構のテレビ会議システムを使用して 、自社（自宅）または管轄の年金事務所で受講する
方式で実施されました。

17

集合型 オンライン視聴型

日時 令和5年11月6日（月）・7日（火） 令和5年11月6日（月）

開催場所 本部障害年金センター（東京）
地域型 職域型

管轄年金事務所 自社または自宅

参加手段 開催場所に参集 テレビ会議システム
Ｗｅｂ会議サービス

（ Microsoft Teams ）

実施内容

• 厚生労働省年金局による事業説明（iDeCo（個人型確定拠出年金））
• 日本年金機構の事業に関する説明（子育て支援のための制度、オンラインサービスの推進、国民年金制度に
係る説明、老齢年金の繰下げ制度）

• 年金委員（制度）の現状と取り組み 等

年金委員研修会【岩手労働局による説明】
（令和６年１月19日盛岡アイーナ）

年金委員研修会
（令和５年11月17日一関文化センター）

写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金委員活動支援事業

（４）年金委員への情報発信

• 職域型年金委員へは広報誌「スマイル～職域型年金委員便り～」、地域型年金委員に対しては「支えあい～地域型年
金委員だより～」を定期的に作成し、 年金委員が普及啓発活動を行うために必要な情報を積極的に発信しました。

18

地域型年金委員広報誌 支えあい第31号・岩手版（令和5年11月10日）職域型年金委員広報誌 スマイル第3号・岩手版（令和5年8月21日）



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金委員活動支援事業

（５）年金委員功労者表彰の実施

• 多年にわたり年金事業の推進および発展に貢献された年金委員の方々を対象とした年金委員功労者表彰伝達式を、全
国健康保険協会岩手支部との共催により開催しました。

【開催日】 令和５年１１月２１日（火）

【開催場所】 ホテルメトロポリタン盛岡「ＮＥＷ ＷＩＮＧ」

【表彰対象】 厚生労働大臣表彰 ２名

日本年金機構理事長表彰 ４名

日本年金機構理事表彰 ８名

表彰伝達式の様子

19

式辞を述べる 盛岡年金事務所 佐々木所長 厚生労働大臣表彰伝達の様子（中関美智雄さん、及川絹子さん）

写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○年金委員活動支援事業

（６）令和５年度総括と今後の対応
項目 令和５年度総括 今後の対応

年金委員の委嘱拡大に向けた取り組み

• 職域型年金委員の委嘱拡大に向けて、被保険者５
０人以上の未設置事業所に対して、特に重点的に
文書勧奨、電話勧奨を行いました。

• 地域型年金委員の委嘱拡大に向けて、地域で活動
できる年金委員の拡大を目指して、市町村、教育
機関を中心に地域型年金委員制度の周知および委
嘱の推薦依頼を行いました。

• 職域型年金委員のメリットをＰＲしながら、年金
委員未設置事業所へ委嘱勧奨を引き続き取り組ん
でまいります。また、全国健康保険協会岩手支部
と協力・連携した上で委嘱勧奨を行ってまいりま
す。

• 地域型年金委員に関しては、引き続き、市町村、
教育機関の他、民生委員、社会福祉協議会等への
協力依頼を行ってまいります。

年金委員への研修会、連絡会等の実施

• 年金委員研修会や連絡会については、多くの方に
参加していただけるよう、開催時間や開催方法
（対面式、非対面形式等）を工夫して実施しまし
た。

• 全国年金委員研修では、県内各年金事務所に参集
してテレビ会議システムからの参加と、各職場等
からオンラインによる非対面形式の参加を並行し
て行いました。

• 今後も対面形式による研修会や連絡会等を開催す
る他、テレビ会議システムおよびＷｅｂ会議ツー
ルを活用したオンラインによる非対面形式でも開
催拡充を図ってまいります。

• 年金委員の活動に有意義な情報を効果的に提供す
るため、研修の実施方法や内容、説明の仕方を工
夫してまいります。

年金委員への情報発信

• 定期的に広報誌を作成し、 年金委員が普及啓発
活動を行うために必要な情報を積極的に発信しま
した。

• 引き続き、職域型年金委員および地域型年金委員
へ年金制度改正等の必要な情報提供を充実させて
まいります。
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２．令和５年度事業取り組み状況 ○岩手県地域年金事業運営調整会議

（１）地域年金事業運営調整会議の開催

• 地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がるよう地域における支援の
ネットワークを構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として地域年金事業運営調整会議
を開催しました。

令和５年度第１回会議

【開催日】 令和５年７月２０日（木）

【議事内容】 令和４年度岩手県地域年金展開事業取り組み結果

令和５年度事業計画

国民年金保険料の納付状況等

令和５年度第２回会議

【開催日】 令和６年２月 書面開催

【議事内容】 令和５年度岩手県地域年金展開事業の中間報告

令和６年度岩手県地域年金展開事業の計画（案）

21

第１回会議の様子

写真の掲載については、ご本人の了承をいただいています。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○岩手県地域年金事業運営調整会議

（２）第１回会議でいただいたご意見への対応状況

22

項目 ご意見 対応状況

地域連携事業

• 会議や研修会全体がWeb等での開催が多くなったが、「質問しに
くい」、「インターネットが苦手」などから対面を希望する意見
があった。Webと対面のハイブリット開催を検討してはどうか。

• 都市年金協議会の研究会があり、コロナ前は年金事務所からの講
演の時間があったが、コロナ後はWebや書面開催となり講演が無
くなった。

• 岩手県内各地域にて開催した研修は、対面で実施しました。対面
のメリットを生かして、日頃の業務の疑問点の解消に向けた意見
交換等を行いました。

• 本部が主催する全国年金委員研修は、「集合型」と「オンライン
視聴型」のハイブリットで開催されました。

• 年金保険と健康保険、労働保険をミックスした研修会の実施に係
る意見もあったので、検討いただきたい。

• 盛岡年金事務所が主催した職域型年金委員に対する研修会におい
て、岩手県労働局および全国健康保険協会岩手支部からも研修講
師を派遣いただきました。

• 住民の中にはデジタルに対応することが難しい方も多く、窓口で
説明を求められることから、そのような状況を踏まえた説明会や
研修会を検討いただきたい。

• 市町村、関係機関、年金委員とも連携した上で、実施について検
討してまいります。

• 厚労省年金局広報企画室では「令和5年度は年金関連情報の内容を
充実させ、若年層向け動画などに取り組む。」としている。これ
までの会議でも「若者は、紙よりＳＮＳなどが有効」と言われて
いるため、厚労省の資料の活用やＳＮＳなどの広報活動を強化す
るよう厚労省に働きかけるべきである。

• 左記ご意見につきましては、本部担当部に報告いたしました。

年金セミナー
事業

• アンケート結果で、「破綻する」や「もらえない」との意見があ
るため、丁寧な説明をお願いしたい。

• 引き続き丁寧に説明してまいります。また、セミナー後の反応や
アンケート結果をもとに研修の実施方法や内容、説明の仕方を工
夫してまいります。

• 高校には主権、租税、消費者教育など多くの要請がある。それぞ
れ行うことは難しく、あわせて行うことができれば取り入れやす
い。

• 多くの学校で１授業につき50分間の制約があることから、学校側
のご意見ご要望を踏まえて検討してまいります。

年金委員活動
支援事業

• 委員の表彰式が毎年あるが、事業所を対象にした表彰があっても
いいのではないか。委員も活動しやすくなると思う。

• 左記ご意見につきましては、本部担当部に報告いたしました。

• 年金協会の会議や研修に事務所職員に来ていただき、挨拶や説明
をいただいているが、年金委員の活動を明確に説明できるように
したい。

• 委員の方それぞれが所属する地域、事業所、団体、サークルによ
り活動範囲が異なるため、それぞれの活動を一律にお示しするこ
とは困難ですが、それぞれの地域や事業所等において、年金制度
改正に関する周知、電子申請や「ねんきんネット」の利用促進等
の活動をお願いしております。



２．令和５年度事業取り組み状況 ○岩手県地域年金事業運営調整会議

（３）第２回会議（書面開催）でいただいたご意見への対応状況

23

項目 ご意見 対応状況

地域連携事業

・商工会の会員企業に対する啓蒙をこれまで以上に努めたい。 • ありがとうございます。引き続き協力連携して取り組んでまいり
ます。

• 企業にとってデジタル化による業務の見直し・効率化は必須であ
る。そのスタートの一つとして電子申請は有効であることから、
これまでの個別支援対応に加え、セミナー等でも触れるようにし
て、利用拡大の一助となるようにしたい。

• 地域展開事業の取り組みの一環として、年金事務所による研修講
師の派遣や、リーフレットの提供等の対応が可能です。引き続き
協力連携して取り組んでまいります。

年金セミナー
事業

• 若い世代が年金セミナーに参加し、「世代間扶養」の仕組みであ
る公的年金制度の意義や位置づけなどの教育を受けることは、将
来に役立つ重要な機会です。年金セミナーの開催に当たり、新型
コロナウイルス感染症を踏まえた調整など、大変なご苦労をされ
ていることと思います。対面で実施し、意見交換することも大切
ですが、更なる普及・啓発活動を進めるために、特に教育機関に
対しては、基本的な内容のDVDやYouTubeを作成し周知するのも
よいかもしれません。

• 非対面方式での開催実績は少ないものの、別添１の１頁に記載し
ている盛岡年金事務所の実績「【年金セミナー開催】・産業技術
短大 ２年生 ９９人」が、本部作成のDVD動画を活用した非対
面形式年金セミナーの開催実績です。対面式セミナーと区分でき
るよう記載を改めました。また、YouTube等のソーシャルメディ
アサービスの有効活用については、機構本部が定める情報セキュ
リティポリシーに従って運用する必要があることから、改善提案
として、機構本部に伝達いたします。



○「ねんきん月間」「年金の日」の取り組み

厚生労働省との連携により、１１月の「ねんきん月間」において、公的
年金制度の普及・啓発活動を展開しました。
また、１１月３０日（いいみらい）の「年金の日」には、公的年金制度

を身近に感じ理解を深めていただくことを目的とした取り組みを、関係各
機関のご協力をいただきながら実施しました。

「ねんきん月間」の主な取り組み

年金委員功労者表彰伝達式の実施（全年金事務所）

全国年金委員研修の開催（全年金事務所）

市町村役場等における出張年金相談の開催（全年金事務所）

岩手県年金ポスターコンクール応募作品の展示（全年金事務所）

関係機関における年金制度説明会等への参加（一関）

教育機関における年金セミナーの開催（盛岡・一関・宮古・花巻）

年金委員研修会の開催（盛岡・一関・宮古）

市町村広報誌、コミュニティＦＭ、ケーブルテレビを活用した年金制度の周知広報（盛岡・宮古・二戸）

24

年金委員研修会【年金事務所・協会けんぽ共同開催】
（令和５年11月21日ホテルメトロポリタン盛岡）
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テーマ 概 要

地域や各団体等における年金制度説明会開催の
拡充

（継続取り組み）

• 各関係機関（団体）および市町村等と協力・連携を図りながら、地域や事業所等にお
ける年金制度説明会の開催および講師派遣を積極的に実施してまいります。

• 年金制度説明会の開催に向けた事業所への周知、広報等を積極的に行ってまいります。

• 「ねんきんネット」 および「電子申請」利用者拡大に向けた各事務所内および外部
へのＰＲ活動の積極的な展開を図ってまいります。

教育関係機関とのネットワークの強化による
年金セミナー開催の拡充

（継続取り組み）

•県教育委員会や高等学校長協会等と協力・連携を図りながら、各高等学校でのセミ
ナー開催について昨年度を上回るよう、アプローチを積極的に実施してまいります。
また、セミナー開催が低調な地域への地域年金推進員を活用したアプローチを引き続
き展開してまいります。

•年金セミナーの開催、未実施大学・専門学校へのアプローチ強化、年金ポスターコン
クールのＰＲとあわせた中学校へのアプローチを行い、開催拡大につなげてまいりま
す。

年金委員の委嘱拡大および活動支援の強化

（継続取り組み）

•各関係団体との協力・連携および全年金事務所における複数回の文書勧奨により委嘱
拡大を図るとともに、積極的な各種研修会の開催、情報提供により年金委員の活動支
援の強化に努めてまいります。

•年金委員が活動しやすい環境を整えると共に、年金委員制度および活動内容の周知に
よる委嘱拡大を図るべく、関係機関との連携強化に向けた取り組みを積極的に進めて
まいります。

○重点項目



３．令和６年度事業計画

27

（１）地域連携事業
（継続取り組み）

自治体、社会保険労務士会等、関係機関（団体）等と連携した年金制度
の周知・啓発の実施
① 自治体との連携
• 市町村の広報誌や行事等を通じた年金制度の周知
• 市町村向け広報誌「かけはし」の発行（奇数月）
• 市町村の国民年金担当職員に対する研修・打合せ会等の充実

② 岩手県社会保険労務士会との連携
• 社会保険労務士会との定期的な打合せの実施（毎月）
• 街角の年金相談センター盛岡（オフィス）との定例会議の実施（年６
回）

• 社会保険労務士会主催の会員を対象とした研修会等への講師派遣
③ 全国健康保険協会岩手支部との連携
• 年金委員委嘱拡大に向けた連携した取り組みの実施
• 年金委員研修の共同開催
• ポスターの掲示およびリーフレットの設置依頼

④ 岩手県社会保険協会、岩手県年金協会との連携
• 岩手県社会保険協会主催による研修会等への講師派遣
• 年金委員制度の周知、委嘱への協力依頼

⑤ 岩手県商工会議所連合会および岩手県商工会連合会との連携
• ポスターの掲示およびリーフレットの設置依頼
• 会員を対象とした研修会等への講師派遣
• 会報誌への記事掲載

⑥ 報道機関等との連携
• 各地域のケーブルテレビやＦＭ局等との連携を図り、地域住民への公
的年金制度の周知

（強化取り組み）
• 年金制度説明会の開催および企業へのアプローチ
• 関係機関との協力連携による研修会等実施の拡大

（２）年金セミナー事業
（継続取り組み）

岩手県教育委員会や高等学校長協会等の協力を得て、高等学校や中学校
および大学・専門学校等での年金セミナーを実施するほか、出張相談会の
実施により、年金制度の内容や重要性について学生・生徒・その保護者に
周知

① 高校生・中学生への年金制度の周知
• 岩手県教育委員会、高等学校長協会、各学校等の協力を得ての年金
セミナー実施

• 教育関係者による社会保障制度の周知・啓発を行うネットワーク作
り

• 地域年金推進員による効果的な年金セミナーの実施
② 大学・専門学校生への年金制度の周知と学生納付特例等の届出勧奨
• 各学校の協力を得て、年金セミナーの実施
• 学生納付特例にかかる各学校構内でのポスター掲示、パンフレット
の配布

• 各学校構内における学生納付特例等相談会の開催
③ 地域年金推進員制度
• 訪問や電話でのアプローチ、反応があった学校へ出向き、実施に向
けた打ち合わせ

• 学校側からのオーダーも踏まえ、年金セミナー資料の修正・追加の
アドバイス

• 学校で年金セミナーを実施
• 集計したアンケート結果を確認し、学校へフィードバックするとと
もに、講師自身の振り返りによる説明力・研修の質の向上

④ 第５回岩手県年金ポスターコンクール
・岩手県内の中学校へ開催案内および応募への協力依頼
・応募実績校および近隣校に対し訪問により応募への協力依頼
・年金セミナー開催と連動した効果的な協力依頼
・図書施設、主要公民館、コミュニティセンター等へのポスター掲
示依頼

⑤「わたしと年金」エッセイ募集
• 一般、学生（中学生以上）を対象にエッセイを募集
• 各教育機関、自治体、報道機関等の関係団体への募集にかかる協力
依頼

• 年金セミナー開催、年金ポスターコンクール募集と連動した効果的
な協力依頼

• 図書施設、主要公民館、コミュニティセンター等へのポスター掲示
依頼
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（強化取り組み）
• 未開催校へのアプローチ
• 中学校に対しては、年金セミナー開催、エッセイ・ポスター募集を組
み合わせて、効率的かつ効果的にアプローチを実施

• 「わたしと年金」エッセイ募集にかかる周知協力機関の拡大
• 特別支援学校に対する年金セミナー開催に向けたアプローチ

（３）地域相談事業
（継続取り組み）

市町村、公共施設、商業施設等での出張年金相談の実施およびハロー
ワークとの連携による国民年金手続き等の周知
① 年金相談の充実
• 遠隔地の市町村等の協力を得て出張相談会を実施
• 関係機関（団体）等からの要請による出張相談の実施
• 商業施設等を利用した出張相談の実施
• 社会保険労務士会への委託による年金相談の充実

② ハローワークにおける国民年金手続き等の周知
• 雇用保険受給者説明会等における講師派遣またはDVD放映
• 離職後の国民年金手続き等パンフレットの設置

（４）年金委員活動支援事業
（継続取り組み）

職域型年金委員、地域型年金委員の協力による厚生年金被保険者や地域
住民等へのチラシ配布など公的年金制度の啓発・普及の取り組みの支援
① 年金委員への支援および情報提供等
• 年金委員を対象とした研修会の開催と内容の充実
• 年金委員への積極的な情報提供
• 職域型年金委員向け広報誌（スマイル～職域型年金委員便り～）の発
行（年２回）

• 地域型年金委員向け広報誌（支えあい～地域型年金委員だより～）の
発行（年４回）

• 地域型年金委員連絡会の定期的な開催

② 全国健康保険協会岩手支部との連携
・全国健康保険協会岩手支部との連携を強化し、医療・年金一体と
なった制度周知

③ 岩手県社会保険委員会連合会、岩手県社会保険協会および岩手県年
金協会との連携

• 岩手県社会保険委員会連合会および岩手県社会保険協会と連携し、
職域型年金委員を対象とした研修会・説明会の実施

• 岩手県年金協会と連携し、地域型年金委員を対象とした研修会・説
明会の実施

④ 年金委員表彰伝達式の開催
• 岩手県社会保険委員会連合会、全国健康保険協会岩手支部、岩手県
社会保険協会との共催による年金委員表彰伝達式の実施

⑤ 年金委員の委嘱拡大
• 職域型年金委員設置事業所および未設置事業所への文書または電話
による推薦依頼の実施

• 岩手県年金協会、岩手県社会保険労務士会および市町村への地域型
年金委員の推薦依頼の実施

（強化取り組み）
• 年金委員活動の活性化および委嘱拡大に向けた関係機関との協議・
協力依頼の推進

（５）岩手県地域年金事業運営調整会議
（継続取り組み）

地域に密着した公的年金制度の周知方法や納付率向上等について意見
を交わし、事業の推進につなげることを目的として、有識者や関係機
関・団体の民間委員から構成される岩手県地域年金事業運営調整会議を
設置
① 岩手県地域年金事業運営調整会議の開催
• 令和５年度事業実績報告等（令和6年７月１８日開催）


